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１　日　時 令和８年２月１０日（火）　１３：４０〜１６：００ 

２　場　所 教育委員会室 

３　出席者 【教育長・教育委員】 

　黒木教育長、松尾代表教育委員、小林教育委員、高峰教育委員 

 

【事務局】　 

    （企画総務課）田中補佐、黒木補佐、野邊補佐、大野主査、南平会計年度 

　　（学校施設課）町田課長補佐 

　　（学校教育課）小川課長 

　　（教育情報研修センター）鍋島所長 

　　（生涯学習課）坂本課長 

　　（保健給食課）図師課長 

　　（文化財課）原田課長 

 

４　議　案 

 

番　号 件　名 説　明　者 

議案第４号 令和８年度一般会計予算案について 

教育局長 

各課長 

企画総務課長補

佐 

学校施設課長補

佐 

議案第５号 令和７年度一般会計補正予算案について 

教育局長 

生涯学習課長 

保健給食課長 

学校施設課長補

佐 

 

５　報　告 

番　号 件　名 説　明　者 

報告第３号 
令和７年度第８回宮崎市いじめ防止対策委員会につい

て 
学校教育課長 

報告第４号 令和７年度施設評価（案）について 生涯学習課長 
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黒木教育長 　それでは定刻になりましたので、ただいまから第２回教育委員会定例会を

開会します。本日の傍聴者はありません。 

　会次第「２ 会議録署名人の指名」です。本日の会議録の署名人は、私と松

尾代表育委員を指名させていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

教育委員 　異議なし。　 

黒木教育長 　それでは、「３ 行事報告等」に入ります。（１）教育長報告ですが、１月２９日

から３０日に開催された「九州都市教育長協議会第２回理事会」は、資料のと

おりです。 

　次に（２）委員報告、（３）教育局長報告については記載のとおりです。 

　（４）各課行事報告については、記載のとおりですが、このうち１月３０日開

催の「宮崎市キャリア教育アワード　『みやざき未来発表会』」について、説明

をお願いします。 

学校教育課長 　市内の学校で実現したい探究的な学びのあり方について、関係者が体験

を通じて共有する第３回宮崎市キャリア教育アワード「みやざき未来発表会」

を１月３０日に宮崎市民プラザで開催しました。市内２５の中学校から予選を

通過した宮崎西中学校、青島中学校、生目台中学校、広瀬中学校、高岡中

学校が成果を発表しました。本年度は、中学生が自分たちの探究に対する

フィードバックをより多くもらえるように、ステージ上で１回発表する昨年度ま

での形式から、各ブースで５回発表し、聞き手の質問に答える発表方式に変

更しました。また、本市の探究実践モデルとして、キャリア教育推進研究員が

指導に携わって青島地域の名産「ういろう」をＰＲする探究活動について青島

小学校の児童が発表しました。 

　小林教育委員に全体講評をしていただいたとおり、探究学習を通じて世代

を超えて交流し、参加者一人ひとりのウェルビーイングについて繋がる良い

機会となりました。 

小林教育委員 　今回、ゲストとして参加させていただきました。昨年度までのステージ上で

のパフォーマンスで順位を決めていた形式から、今回はポスターセッションと

いう新しい形式が導入されました。結果として、中学生は分刻みで５回、６回

と発表を繰り返すことになりました。発表を繰り返す中で新しい課題を発見

し、内容を更新していくというプロセスを辿った点は、中学生にとって非常に

良い機会になったと考えられます。聞き手を意識した発表へと徐々に変化し

ていく様子が見受けられました。 

　今回のキャリア教育代表校の発表については、各学校への還元方法とし

て、録画による提供を検討されているとのことで、他の学校にも良い刺激にな

ることを期待しています。キャリア教育を軸とした探究活動の実践が、市内全

体の教育レベル向上に繋がると考えます。 
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　キャリア教育に関しては、様々な自治体が取組を進めています。最近知っ

た事例として、宗像市が小学校段階から「むなかたこども大学」という形で

キャリア教育に非常に力を入れていることが挙げられます。「むなかたこども

大学」を検索すると、小学生が新聞社を訪れて記者体験をしたり、YouTuber

体験をしたりと、多岐にわたる面白いプログラムが紹介されています。 

　宮崎市においても、これまでの職場体験を見直すという観点から、キャリア

教育において先進的な実践が行われていると認識しています。今後は、さら

にこの取組を広げ、特に小学校でのキャリア教育をどのように展開していくか

について、新しい提案として積極的に検討していくべきだと考えます。 

松尾代表教育委員 　今回のポスターセッション形式は、発表者と聞き手が近接し、こちらからも

じっくり質問できる点が良かったと感じています。参加した中学生たちも質問

に意欲的に答え、「次はこれに取り組もう」と前向きな姿勢を見せてくれまし

た。今回のみやざき未来発表会は、新たな課題を発見し、次に繋がる非常

に有意義な機会になったと感じています。 

　一方で、懸念している点があります。過去に３回ほど発表を聞いています

が、毎年同じ学校が数校残り、新しい学校がなかなか参加できていない現状

が見受けられます。もちろん、参加している学校が非常にレベルアップして

いるという側面も考えられますが、もう少し参加の裾野を広げるための方策が

必要ではないでしょうか。このような重要な発表の場があることで、「ここで発

表できる」という目標ができ、日々の総合的な学習の活動の充実にもつなが

ることを期待します。 

　青島小学校の児童や教員も参加していました。みやざき未来発表会は、小

学生と中学生の縦のつながりを深める上で重要です。小学生の時と比べて

中学生の成長が見られたり、小学生が中学生の活躍に感銘を受けたりする

様子が見受けられました。このような縦のつながりを強化することで、小中連

携を通して総合的な学習の時間もより一層活性化することが期待されます。 
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高峰教育委員 　私も１月３０日のキャリア教育アワードに出席させていただきました。特に印

象的だったのは、従来のキャリア教育に多い「ミニビジネスプラン」のような形

式とは異なり、今回は地域の問題点や課題をいかに見つけるかに焦点を当

てていた点です。子どもたちがそれぞれの課題に対し、どのように解決して

いくかというアイデアを熱心に出し合っていました。各グループの発表を聞

き、それぞれの地域が抱える課題と、それに対する解決策を聞くことができて

非常に有意義でした。特に印象的だったのは、広瀬中学校の取組です。広

瀬中学校は、「私たちのプランは革命プロジェクトだ」と説明していました。そ

のプロジェクトの内容は、生徒たちが卒園した保育園をどう改善するかという

ものでした。具体的には、怪我が多いという問題に対し、怪我をなくすために

自ら何度も保育園に足を運び、様々な場所に緩衝材を設置しました。単にア

イデアを出すだけでなく、実際に実行し、その効果を検証し、再度保育園を

訪問するというプロセスを踏んでいました。やはり、考えることと実行すること

は異なり、実行してみると上手くいくこと、いかないことがあります。生徒たち

がそれを何度も繰り返したという話を聞き、私は大変感銘を受け、素晴らしい

取組だと感じました。 

黒木教育長 　「みやざき未来発表会」でも話題になったかと思いますが、今年も文部科学

省よりキャリア教育の分野で表彰を受けました。これを機に、さらなる弾みとな

ることを期待しています。今後とも、このような機会にぜひご参加いただき、ご

助言を賜れますと幸いです。 

　それでは、議事の進行上「４ 議事」に入らせていただく前に、「５ その他」か

ら、先に説明していきたいと思います。 

　それでは、（１）令和７年度善行児童生徒表彰について、事務局から説明を

お願いします。 

企画総務課長補佐 　善行児童生徒表彰について報告をします。 

　その他の報告（１）別紙に要項を掲載をしています。要項第２条の表彰基準

に該当して、他の模範となる市内に在住または在学する小中学生を表彰す

るものです。 

　宮崎市善行児童生徒表彰における表彰件数の推移をご覧ください。令和

７年度は、個人が１２３名、団体が９団体の７７名で、合計２００名の表彰を行

います。学校別推薦人数の内訳をご覧ください。市立の小中学校は、全７２

校から推薦をいただいています。その他、宮崎大学教育学部附属小学校・

宮崎大学教育学部附属中学校、宮崎西高等学校附属中学校、その他宮崎

日本大学中学校、宮崎第一中学校など、私立の中学校からも推薦をいただ

き表彰することになっています。表彰式はすでに先週から各学校で始まって

おり、３月中旬までにかけて、全校集会などの際に表彰を行っていただくこと

になっています。被表彰者には、宮崎市から表彰状と図書カードを贈呈しま

す。加えて、昭和５３年から長年にわたり、善行表彰にご支援をいただいてい

ます一般財団法人　椎屋恵進会様から、本年度も記念品として、銅製の盾と
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ボールペンを被表彰者全員に贈呈をしていただくことになっています。な

お、椎屋恵進会様からの記念品贈呈は、今年度が最後になる予定です。 

黒木教育長 　質問等ないようでしたら、続いて、（２）令和８年度宮崎市立ひなた中学校

（昼間部）入学者選考について、事務局から説明をお願いします。 

企画総務課長補佐 　（２）令和８年度宮崎市立ひなた中学校（昼間部）入学者選考について報告

します。 

　入学願書を提出した２４名に対し個別面談を実施した後、教育委員会とひ

なた中学校管理職で協議を重ね、最終的には途中辞退届を提出した２名を

除く２２名を選考しました。辞退の理由については、居住区の中学校や私立

中学校への進学を希望したためです。１月２４日には選考した２２名を対象に

抽選を行い、令和８年度の入学生徒１５名を決定しました。抽選後は２２名に

対し、１人５分程度の短い時間ではありましたが、本人や保護者の不安に感

じていることや悩みの聴き取り、市の不登校支援や今後の具体的な相談機

会の案内をさせていただきました。 

　今回残念ながら抽選で補欠になった７名に対しては、学校教育課と連携し

ながら、必要に応じて相談を受けたり、進学する中学校への情報提供を行っ

たりして、アフターフォローを行って参りたいと考えています。 

黒木教育長 　今後、教育委員によるひなた中学校の視察が計画されています。開校から

約１年が経過しましたので、ぜひ再度学校の様子をご覧いただき、感想など

をお寄せいただきたいと考えています。 

　それでは、続いて（３）令和８年度包括的性教育について事務局から説明

をお願いします。 

保健給食課長 　包括的性教育の手引きについてと今後の展開について説明をします。 

　まず、検討委員会の概要です。検討委員会は、教育関係者、医療従事

者、保護者など１０名の委員で構成されています。今年度に全７回の会議や

学校現場の視察を重ね、専門的な知見と現場の状況等を融合させてきまし

た。このうち委員からは、指導案に対する約２００件もの具体的な意見を頂

き、それをもとに小中学校の指導案を作成をしました。並行して、保護者の皆

様の理解を深めるため、学校を通じて「デジタル通信」を４回発行し、情報発

信にも努めてまいりました。 

　手引きの具体的な内容については、包括的性教育の定義から小中学校の

指導案、用語集まで網羅した構成となっています。特に、実際に授業で活用

する指導案については、教科書や指導書をAIに読み込ませた上で、包括的

性教育の要素を加え、指導主事が実際の授業で使えるよう補正を行い、約２

００件の委員の指導案に対する意見を反映させて作成をしています。また、

それぞれの授業が、ユネスコの示す国際セクシュアリティ教育ガイダンスの

「キーコンセプト」とどう紐づいているかも分かるように作成しています。 

　最後に今後のスケジュールです。令和８年度より小中学校各２校、計４校を

モデル校として指定をし、先行して授業を実施します。モデル校では、既存
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の授業への溶け込み方や修正点の洗い出しを行います。モデル校以外の

学校においても、研修動画による理解促進や、モデル校の視察を通じて準

備を進めます。この他、学校での授業だけではなく、専門知識を持つ外部講

師との連携も強化をします。特定の学年において、専門団体による授業を実

施する計画です。これらを経て、令和９年度には市内の全小中学校での実

施を目指しています。 

　養護教諭や保健主事とも密に連携をし、市全体でこの包括的性教育を推

進してまいります。 

小林教育委員 　「包括的性教育」について、総合教育会議での議論を経て、具体的な検討

委員会を立ち上げ、比較的短期間で手引き作成へと進められたことに、心か

ら感謝申し上げます。　検討委員会において、こども未来部などの関係部局

が連携していることは、何よりも他の自治体にとって新たな展開のモデルに

なると考えます。先日、教育委員の勉強会で包括的性教育の重要性につい

て議論した際も、具体的な形で動いている宮崎市は非常に先進的であると

感じました。このモデル校の取組に大いに期待しています。 

黒木教育長 　昨年度の総合教育会議から始まり、短期間で綿密な計画を立てることがで

きました。来年度は、この計画を検討し、必要に応じて修正を加えながら、全

校展開へと繋げていきたいと考えています。日程を調整し、授業の様子など

もご覧いただく機会を設けたいと思っていますので、ぜひご期待ください。 

　続いて（４）近現代史から学ぶ宮崎の歩み事業「中村地平文学碑の再整

備」、穆佐城周知イベント等について、事務局から説明をお願いします。 

文化財課長 　２件について説明します。 

　まず１件目は、昨年度から取り組んでいる「近現代史から学ぶ宮崎の歩み

事業」の一環として、今年度の事業対象である郷土の代表的な小説家、中

村地平の文学碑周辺の環境整備が完了することを記念し、２月２２日に再整

備記念イベントと市民バスツアーを実施します。応募はすでに締め切ってお

り、約２倍の応募があり抽選となりました。当日の式典は、文学碑がある阿波

岐原森林公園で実施する予定です。そこには、地平の次女である槇子氏や

地平研究の第一人者である宮崎大学名誉教授の岡林稔氏など、地平ゆかり

の方々にも参加いただき、中村地平の周知を改めて図るスタートにしたいと

考えています。 

　続きましてその他の報告（４）別紙２をご覧ください。こちらは、「遊びつく

せ！穆佐城戦国ワンダーランド」と題しまして、２月２３日に高岡町にあります

国指定史跡「穆佐城跡」を会場として、戦国時代や山城の構造を学べるイベ

ントを行います。内容は、城内でおもちゃの鉄砲を使用する戦国模擬合戦や

弓矢体験、レプリカ甲冑の着用などで穆佐城の魅力を感じていただけるもの

となっています。なお、戦国模擬合戦については、昨年度と同様、民間事業

者と連携して行います。 
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黒木教育長 　文化財課が主導し、近現代史や穆佐城など文化財の活用を重視した取組

を進めており、どの事業も高い評価を得ています。ついては、お時間の許す

限り、ぜひ活動の様子をご覧いただければ幸いです。　 

　それでは、会次第「６ 次回教育委員会について」と「７ 行事予定」について

一括して説明をお願いします。 

企画総務課長補佐 　それではまず「６ 次回教育委員会について」です。３月９日、１５時半から１

６時半に第３回教育委員会臨時会の開催を予定しています。 

　その後、３月１９日の１３時４０分から１６時に第４回定例教育委員会が予定

されています。 

　次に「７ 行事予定」です。２月１１日から４月２３日までの行事予定は、以下

の通りです。２月１７日には教育委員も出席予定のひなた中学校の施設視察

が行われます。３月は１６日に市内中学校の卒業式、２４日に市内小学校の

卒業式が予定されています。４月９日には市内中学校の入学式と、ひなた中

学校（夜間中学）の入学式があり、翌日の４月１０日には市内小学校の入学

式が行われます。この件については、改めて学校教育課より委員の皆様へ

ご案内しますので、よろしくお願いします。 

黒木教育長 　それでは「４ 議事」に入ります。 

　本日の議案は、議案第４号「令和８年度一般会計予算案について」、それ

から、議案第５号「令和７年度一般会計補正予算案について」の２件です。 

　この２件については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条

第７項により非公開としたいと思いますが、よろしいでしょうか？ 

教育委員 　異議なし 

黒木教育長 　それでは、これより非公開といたします。 

黒木教育長 　それではここで非公開を解除いたします。 

　以上をもちまして、令和８年第２回教育委員会定例会を終了いたします。 


